
工
事
請
負
契
約
を
締
結（
新
設
小
学

校
造
成
工
事（
１
工
区
））

賛
成
少
数
で
否
決　
　
　
　
　

　

令
和
５
年
11
月
17
日
に
入
札
が

行
わ
れ
た
新
設
小
学
校
造
成
工
事

（
１
工
区
）の
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
決
を

求
め
る
。

主
な
討
論

　

議
案
自
体
に
瑕
疵
が
な
く
、
今

や
ら
な
け
れ
ば
令
和
９
年
４
月
開

校
が
難
し
く
な
る
と
の
答
弁
も
あ

っ
た
。
請
願
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
住
民
と
の
合
意
形
成
は
不
完
全

で
は
あ
る
が
、
一
定
程
度
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
今
後
も
地
域
住

民
へ
丁
寧
な
説
明
を
実
施
す
る
と

し
た
た
め
賛
成
。

　
12
月
定
例
会
で
、新
設
校
建
設
予

定
地
に
関
す
る
請
願
書
を
全
員
一

致
で
採
択
し
た
が
、十
分
な
配
慮
、対

応
が
さ
れ
て
い
な
い
。開
校
が
間
に

合
わ
な
い
か
ら
と
契
約
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、周
辺
地
域
の
安
全
性
の

評
価
と
地
域
住
民
へ

の
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
反
対
。

市
中
小
企
業
振
興
条
例
を
制
定

賛
成
多
数
で
可
決

　

経
済
の
健
全
な
発
展
及
び
市
民

生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
基
本

理
念
と
し
て
、
中
小
企
業
の
振
興

に
関
す
る
施
策
の
柱
と
な
る
事
項

を
定
め
た
条
例
を
制
定
。

主
な
質
疑

　
　

中
小
企
業
振
興
審
議
会
の
構

成
員
は
。

　
　
県
の
関
係
者
、学
識
経
験
者
、商

工
会
、
市
内
事
業
者
、

金
融
機
関
、公
募
の
委

員
を
想
定
し
て
い
る
。

【
一
般
会
計
】１
億
４
４
５
３
万
円

を
追
加
し
、
総
額
３
１
６
億
３
０

６
３
万
円
と
な
っ
た
。

１
月
臨
時
会

低
所
得
者
支
援
給
付
金
事
業
費

　

低
所
得
世
帯
へ
物
価
高
騰
の
負

担
軽
減
を
図
る
費
用

２
億
６
２
４
１
万
円

３
月
定
例
会

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　

農
業
法
人
が
行
う
、
い
ち
ご
栽

培
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
・
設
備
等

の
導
入
に
対
し
て
、
一
部
補
助
を

行
う
費
用

１
億
２
５
０
０
万
円

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議
の内容を報告します。

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す
る
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正
。

主
な
質
疑

　
　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
保

険
税
税
収
額
は
ど
の
よ
う
に
変
動

す
る
の
か
。

　
　

賦
課
限
度
額
が
上
が
る
分
の

税
収
は
増
え
る
。
ま
た
軽
減
世
帯

の
対
象
世
帯
は
広
が
る
た
め
、
現

在
の
試
算
で
は
収
入
が
減
る
こ
と

に
な
る
が
、
軽
減
対
象
分
は
県
の

交
付
金
が
あ
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ス

に
は
な
る
こ
と
は
な
い
。

市
学
童
保
育
所
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　
津
屋
崎
小
学
校
学
童
保
育
所（
第

１
）、
津
屋
崎
小
学
校
学
童
保
育
所

（
第
３
・
第
４
）の
定
員
を
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
増
や
す
こ
と
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
。

主
な
質
疑

　
　

現
在
、
定
員
数
に
対
し
て
弾

力
的
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
施
設
基
準
で
定
員
数
を
増

や
し
た
場
合
、
弾
力
性
は
保
た
れ

る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
は
２
３
５
人
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
今
回
定
員
が

20
人
増
で
２
２
０
人
と
な
る
が
、

人
数
的
に
は
若
干
超
え
て
い
る
。

今
後
の
定
員
数
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
と
協
議

し
、
弾
力
的
に
対
応

し
て
い
く
。

▲市役所の国民健康保険の窓口

▲定員増となる津屋崎小学校学童保育所

市
民
福
祉

委員会

建
設
環
境

委員会

令
和
５
年
度

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

総
務
文
教

委員会

公開します。みんなの賛成と反対
1月臨時会・３月定例会の

議案審議

3月
定例会

《
教
育
委
員
会
委
員
》

田た
な
か中　

一い
ち
ろ
う郎 

さ
ん

任
期　
令
和
６
年
４
月
７
日
～

　
　
　
令
和
10
年
４
月
６
日

人
事
案
件
に
同
意

結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

１月臨時会

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 令和５年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市手数料条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月定例会
可決 令和５年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計予算 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 教育委員会委員の任命への同意（田中一郎さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市職員の育児休業等に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市営住宅管理条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（健康福祉総合センター外壁・防水改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（複合文化センター文化会館大規模改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（福間中学校校舎増築工事（設計・施工一括）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（新設小学校造成工事（１工区）） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市国民健康保険税条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市介護保険条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市附属機関設置条例を改正 ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ●
可決 市学童保育所条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 損害賠償の額の決定及び和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市中小企業振興条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市漁港管理条例及び市津屋崎ヨットハーバー条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市空家等の適正管理に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市公共下水道事業の設置等に関する条例及び市監査委員条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市道路線の認定及び変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
否決 金権腐敗政治を一掃することを求める意見書 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

【
一
般
会
計
】当
初
予
算
の
総
額
は

３
１
２
億
３
１
５
３
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
28
億
８
９
７
万
円
、

９
・
９
％
の
増
額
と
過
去
最
大
の

予
算
と
な
っ
た
。

公
共
施
設
包
括
管
理
事
業
費

　

公
共
施
設
１
２
３
か
所
を
対
象

に
包
括
管
理
業
務
委
託
を
導
入
し
、

管
理
品
質
の
向
上
及
び
安
全
性
の

確
保
を
図
る
た
め
の
費
用

　
　
３
億
９
４
７
１
万
円

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
費

　

子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
の
場

所
を
提
供
す
る
地
域
団
体
等
が
行

う
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

補
助
を
行
う
費
用　
　

  　
66
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

過
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
福
間

小
学
校
の
教
室
不
足
等
に
対
応
し

教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

宮
司
地
区
に
進
め
て
い
る
新
設
小

学
校
整
備
の
実
施
設
計
と
造
成
工

事
を
行
う
費
用

　
　
５
億
８
２
９
１
万
円

雨
水
浸
水
対
策
事
業
費

　
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

公
共
下
水
道
全
体
計
画
の
排
水
区

を
対
象
に
、
内
水
浸
水
想
定
区
域

図
を
策
定
し
、
雨
水
管
理
方
針
で

定
め
る
浸
水
要
因
の
分
析
と
地
域

ご
と
の
課
題
整
理
を
行
う
費
用

　
　
　
　

  　
７
８
８
０
万
円

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　

新
た
に
果
樹
の
栽
培
に
取
り
組

む
農
業
者
に
対
し
て
栽
培
環
境
の

整
備
の
補
助
を
行
う
費
用

　
　
３
０
０
万
円

【
一
般
会
計
】４
０
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
３
１
２
億
３
５
５
３
万

円
と
な
っ
た
。

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
費

　

本
来
は
消
費
税
課
税
対
象
事
業

で
あ
る
が
、
消
費
税
非
課
税
の
取

り
扱
い
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ

の
調
整
を
行
う
費
用

1月
臨時会

▲こども食堂　手作りしたジャムの試食の様子
▲多くの中小企業が在籍する
福津市商工会

令
和
６
年
度

予
算
審
査（
当
初
）
特別

委員会

令
和
６
年
度

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

反
対

賛
成

陳情 ◆年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情/小坪慎也さん 報告書はこちら

報告書はこちら

報告書はこちら

本
会
可
決

6議 会 だ よ り  ふ く つ7 議 会 だ よ り  ふ く つ


